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開発成果

成果概要

マイクロ LED ディスプレイ事業化の実現に向けた主課題は製造価格である。解決に
は、従来の材料、チップ、実装、組み立てといったメーカー間のサプライチェーンの
枠組みを超えた工法を開発する必要があると考えられる。長くLED の量産を続けて
きた豊田合成の安定した製造技術を活用し、基礎技術の研究開発と同時に製造価格
課題の克服に向けた実証研究を行った。ウエハ LED の実現により従来の LCD ディス
プレイと同等の価格での提供が可能となった。

特  長

仕  様

開 発 技 術

●屋外での高い視認性（高輝度）
●低消費電力
●低価格

●128×128ディスプレイ
●外寸100mm角（ディスプレイサイズ20mm角）

●ウエハ上LED実装技術
●微細配線技術
●ナノロッド製造技術

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

豊田合成株式会社　研究開発部　牛田泰久
e-mail…:yasuhisa.ushida@toyoda-gosei.co.jp　電話番号：052-449-5589
無

マイクロLEDディスプレイ
～低価格マイクロLEDディスプレイ～
●…名古屋大学…教授　天野　浩、准教授　本田善央、助教　久志本真希　　●…名城大学…教授　上山　智、竹内哲也、准教授　岩谷素顕
●…豊田合成株式会社　牛田泰久　　●…株式会社ビートソニック　戸谷大地

LED素子

128×128ディスプレイ

20μm発光点

150μmピッチ
レーザー開発（量子核）へ展開
高色度3色一括製造

単色LEDディスプレイの試作
（成果）ウエハLEDディスプレイの実現

フルカラー化
ナノロッド形成技術の確立と波長制御EL発光を確認。
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参画機関

●…名古屋大学
●…名城大学
●…豊田合成株式会社
●…株式会社ビートソニック

研 究 開 発 の 概 要

開 発 成 果 一 覧

事 業 化リーダーより

電気自動車や燃料電池車の航続距離を確保するため、低損失スイッチング素子（パワーデバイス等）の開発と共
にディスプレイを代表とした標示機器の省電力化が期待されている。本研究は、車載をターゲットとした、省電力・
高耐久・高精細ディスプレイの試作である。実現のため必要な要素技術は以下の4点である。

①LED素子の最小化 （20μm以下）
②3原色発光素子の実現 （R・G・B発光）
③配列（実装）手法の確立 （タクトタイム　2時間/5.5インチ）
④駆動回路設計 （方式の標準化）

本研究では、①～④の技術課題をロードマップに従い克服し、車載向けのマイクロLEDによるディスプレイを試
作した。

●マイクロLEDディスプレイ

●…豊田合成株式会社　研究開発部　牛田泰久

省電力・高耐久ディスプレイの実現に向けたマイクロLED実装研究
～高輝度・低消費電力・低価格ディスプレイ～

事業化リーダー 研究リーダー

重 点 研 究プロジェクトに参 加して 今 後 の 展 開
国外では注目されている本テーマであるが、国内では
なかなか報告事例がない。事業を目的とした場合の真
の課題も見えていなかった。LED 製造を事業としてい
る豊田合成として、参画することで将来のために貴重な
情報収集ができたし、事業化パートナーを見つけること
ができた。豊田合成の培ってきた安定したLED工程を
活用し、ウエハ LEDの実現を可能にしただけでなく、
ディスプレイ製造までのタクトタイムも大幅に削減でき
ることを確認した。事業化に向けてさらに努力したい。

さらなる魅力向上のために残された課題解決を行うと
ともに、少量でのサンプル出荷が可能な体制を整え
る。評価の結果より、ヘッドアップディスプレイ及びウェ
アラブルディスプレイのような透明なディスプレイ上へ
の投影に強みを発揮すると予測される。

豊田合成株式会社
牛田泰久

名古屋大学
天野　浩
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